
設
計
と
生
活
保
障　

②
定
年
退
職
後
に
向
け

た
経
済
設
計　

③
あ
な
た
に
あ
っ
て
ま
す

か
？　

そ
の
損
害
保
険　

●
講
師
＝
①
②
㈶

生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー　

③
㈳
日
本
損
害

保
険
協
会　

●
定
員
＝
各
先
着
30
人

m
t
主
催
＝
大
東
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎

870
・
0
4
9
2

大
東
自
然
塾
「
春
の
七
草
」

●
と
き
・
と
こ
ろ
＝
2
月
14
日
㈰
午
前
10
時

〜
午
後
3
時　

青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

と
周
辺　

●
内
容
＝
春
の
訪
れ
を
待
ち
わ
び

て
い
た
植
物
が
、
や
わ
ら
か
な
日
差
し
を
浴

び
て
芽
吹
い
て
い
ま
す
。
手
摘
み
の
七
草
を

料
理
し
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う　

●
対
象
＝

高
校
生
以
上
か
家
族
連
れ
で
軽
度
の
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
の
で
き
る
人
（
子
ど
も
の
み
の
参
加

は
不
可
）　

●
費
用
＝
大
人
500
円
、
3
歳
〜

中
学
生
300
円

m
t
青
少
年
協
会
☎
874
・
5
1
6
5

わ
く
わ
く
本
舗
「
林
間
キ
ャ
ン
プ
」

●
と
き
＝
2
月
20
日
㈯
〜
21
日
㈰　

●
行
き

先
＝
奈
良
県
曽そ

爾に

高
原　

●
内
容
＝
巨
大
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
に
ス
ス
キ
の
迷
路
、
天
然
の
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
！　

広
大
な
空
間
を
リ
ー
ダ

ー
と
走
り
回
ろ
う　

●
対
象
＝
小
・
中
学
生　

●
費
用
＝
小
学
生
1
4
8
0
0
円
、
中
学
生

1
7
8
0
0
円

m
t
青
少
年
協
会
☎
874
・
5
1
6
5

春
を
よ
ぶ
み
ん
な
の
コ
ン
サ
ー
ト

●
と
き
・
と
こ
ろ
＝
2
月
20
日
㈯
午
後
0
時

30
分
〜
4
時　

守
口
市
市
民
会
館
（
さ
つ
き

ア
ロ
マ
・
ヨ
ガ
体
験
教
室

●
と
き
・
と
こ
ろ
＝
1
月
25
日
㈪
、
2
月
8

日
㈪
、
22
日
㈪
、
3
月
8
日
㈪
、
22
日
㈷
、

29
日
㈪
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
45
分　

総
合

文
化
セ
ン
タ
ー　

●
内
容
＝
100
％
天
然
植
物

精
油
の
香
り
に
包
ま
れ
て
無
理
な
く
体
を
動

か
し
て
み
ま
せ
ん
か　

●
講
師
＝
坂
口
裕
子

さ
ん　

●
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
初
心
者　

●
定
員
＝
先
着
20
人　

●
費
用

＝
1
5
0
0
円　

●
持
ち
物
＝
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
な
ど

m
t
1
月
6
日
か
ら
費
用
を
持
っ
て
文
化
協

会
☎
873
・
0
8
1
0

大
東
市
障
害
者
地
域

自
立
支
援
協
議
会
を
知
ろ
う
！

●
と
き
・
と
こ
ろ
＝
1
月
28
日
㈭
午
後
6
時

〜
8
時　

サ
ー
テ
ィ
ホ
ー
ル
（
多
目
的
小
ホ

ー
ル
）　

●
内
容
＝
北
野
誠
一
さ
ん
に
よ
る

講
演
会
、
出
張
相
談
（
3
障
害
。
午
後
3
時

か
ら
）、
施
設
紹
介
パ
ネ
ル
展
示
、
各
施
設

自
主
製
品
紹
介　

●
定
員
＝
200
人　

●
そ
の

他
＝
手
話
通
訳
・
文
字
通
訳
あ
り

t
障
害
児
（
者
）
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ

お
ぞ
ら
」・
白
川
☎
875
・
3
9
6
9　

f
800

・
6
0
5
1

知
ら
な
き
ゃ
損
す
る
！

保
険
の
は
な
し

●
と
き
・
と
こ
ろ
＝
2
月
9
日
㈫
①
午
前
10

時
〜
正
午　

②
午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分　

③
23
日
㈫
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分　

市

民
会
館　

●
内
容
＝
①
子
育
て
世
代
の
生
活

市
の
指
定
文
化
財
⑦

戸と

口ぐ
ち

装そ
う

置ち

第 7話

　

J
R
四
条
畷
駅
の
西
側
に
大
阪
府

営
北
新
町
住
宅
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
辺
り
は
縄
文
時
代
か
ら
近
世
ま
で

の
複
合
遺
跡
で
あ
る
北
新
町
遺
跡
で
、

昭
和
62
年
（
1
9
8
7
）、
住
宅
建

て
替
え
工
事
に
伴
う
発
掘
調
査
に
よ

り
出
土
し
ま
し
た
。

　

古
墳
時
代
中
期
前
半
と
考
え
ら
れ

る
井
戸
の
井
筒
に
転
用
さ
れ
て
い
た

も
の
で
、
取
り
上
げ
た
結
果
、
戸
口

（
建
物
の
出
入
り
口
）
の
ほ
と
ん
ど

を
構
成
す
る
も
の
で
、
マ
ツ
科
の
常

緑
針
葉
樹
で
あ
る
モ
ミ
材
が
使
用
さ

れ
、
表
面
に
は
手て

斧お
の

で
削
ら
れ
た
痕

跡
が
明
瞭
に
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

写
真
①
の
中
央
の
長
さ
約
1
・
4

㍍
、
幅
約
0
・
4
㍍
、
厚
さ
約
4

㌢
の
「
扉と
び
ら

板い
た

」
が
2
点
、
上
部
の

「
梶嵋ま
ぐ
さ

」（
出
入
り
口
の
扉
の
上
に
渡
し

た
横
木
）
が
1
点
、「
小こ

脇わ
き

板い
た

」（
扉
板
の
両
側
に

据
え
付
け
る
薄
い
板
材
）

が
1
点
、
そ
し
て
「
方ほ
う

立だ
て

」（
扉
の
両
側
に
付
け

た
厚
い
竪た
て

板い
た

）
と
考
え

ら
れ
る
部
材
の
5
点
が

確
認
さ
れ
、「
蹴け

放は
な
し

」（
出

入
り
口
の
扉
の
下
に
あ

っ
て
、
内
外
の
し
き
り

を
な
す
溝
の
な
い
敷し
き

居い

）
だ
け
が
欠

け
て
い
る
状
況
で
し
た
。

　

弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け

て
の
戸
口
の
部
材
は
全
国
で
78
程
度

の
出
土
例
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
ら
は
各
部
材
が
単
独
で
出

土
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う

に
ほ
ぼ
部
材
の
そ
ろ
っ
た
状
態
で
出

土
し
た
も
の
は
全
国
で
も
唯
一
の
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
当
時
の
建
築
物

の
戸
口
を

復
元
す
る

上
で
大
変

貴
重
な
実

物
資
料
と

い
え
ま
す
。

（
生
涯
学

習
課
）

②戸口部材を井筒にした井戸①戸口装置（歴史民俗資料館展示）
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